
日
本
社
会
史
特
論
　
　
『
土
芥
冠
離
脱
』
を
読
む
　
個
別
レ
ポ
ー
ト

山
田
耕
太

○
当
班
の
問
題
意
識

・
目
標
：
『
土
芥
冠
雌
記
』
編
者
を
確
定
す
る
（
た
め
の
一
歩
を
踏
み
出
す
）
。

・
課
題
設
定
…
1
編
者
の
「
文
武
」
観
の
重
要
な
構
成
要
素
と
考
え
ら
れ
る
の

が
編
者
の
学
ん
だ
諸
書
。
編
者
の
大
名
像
と
引
用
が
ど
う
関
わ
る
か
。
2
編
者

が
各
大
名
の
行
跡
等
の
実
態
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
、
そ
の
認
識
を
い
か
に
「
文

武
」
論
と
結
び
つ
け
て
い
る
か
。
当
該
期
の
領
主
層
に
お
け
る
現
実
的
課
題
と

「
文
武
」
に
関
す
る
学
問
等
の
関
係
性
を
明
ら
か
に
す
る
。
大
名
の
実
態
と
『
土

芥
冠
足
場
』
の
記
述
が
一
致
し
て
い
る
か
の
検
討
。

○
共
同
作
業

・
右
の
一
の
課
題
か
ら
、
編
者
の
思
想
を
捉
え
る
た
め
の
基
礎
作
業
と
し
て
、

本
文
の
記
述
か
ら
以
下
の
事
項
に
つ
い
て
の
表
を
作
成
す
る
。
①
「
編
者
に
よ

る
引
用
」
大
名
評
言
で
書
物
か
ら
の
引
用
、
あ
る
い
は
引
用
と
推
定
さ
れ
る
部

分
の
抽
出
、
②
「
引
用
書
目
」
引
用
さ
れ
た
書
物
の
書
名
と
画
名
、
③
「
原
典
」

原
典
の
記
述
、
④
「
解
釈
」
い
か
な
る
文
脈
で
引
用
さ
れ
て
い
る
か
、
⑤
「
人

名
記
載
」
登
場
す
る
人
名

　
『
土
芥
冠
離
記
』
の
大
名
評
価
と
実
態

　
当
事
の
共
通
テ
ー
マ
設
定
に
基
づ
き
、
各
大
名
の
評
価
と
そ
の
実
態
と
の
対

応
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
そ
の
具
体
例
と
し
て
、
4
7
真
田
伊
豆
重
弁

野
信
房
（
松
代
藩
）
と
5
8
水
野
隼
人
白
下
忠
直
（
松
本
藩
）
の
二
人
を
取
り

上
げ
る
。
両
者
は
信
濃
国
の
大
名
の
う
ち
一
、
二
の
石
高
数
を
誇
り
、
そ
の
所

領
は
隣
接
し
て
い
る
。
享
保
十
年
の
水
野
氏
改
易
の
折
に
は
、
真
田
氏
が
松
本

城
請
取
を
行
う
な
ど
浅
か
ら
ぬ
関
係
に
あ
っ
た
。
『
土
芥
冠
離
記
』
の
記
述
上
に

は
、
そ
の
関
係
が
直
接
表
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
隣
接
す
る
藩
の
大

名
に
つ
い
て
の
評
価
と
、
そ
の
評
価
が
実
情
と
一
致
す
る
か
否
か
を
明
ら
か
に

す
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
藩
を
概
観
し
、
信
房
と
忠
直
の
治
世
で
の
身
内
の
動
き
を

押
え
た
上
で
、
『
土
芥
冠
別
記
』
の
記
述
、
特
に
謳
歌
評
説
を
中
心
に
見
て
い
き
、

さ
ら
に
そ
の
評
価
と
実
態
の
対
応
関
係
を
考
察
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

一
真
田
伊
豆
守
薮
野
信
房

○
松
代
藩
概
要
（
－
）

　
信
濃
国
更
級
・
水
内
両
郡
を
主
な
領
地
と
し
た
外
様
中
腰
。
元
和
八
年
（
一

六
二
二
）
に
上
田
よ
り
真
田
信
之
が
一
〇
万
石
で
入
府
。
初
代
信
之
三
五
年
間

に
藩
政
の
基
本
線
が
設
定
さ
れ
、
以
降
二
代
信
政
（
二
年
間
）
、
三
代
幸
道
（
七

〇
年
間
）
を
経
て
信
弘
・
信
安
・
幸
弘
・
幸
専
（
彦
根
藩
主
井
伊
直
幸
四
男
）
・

五
韻
（
老
中
松
平
定
信
次
男
）
・
幸
教
・
幸
民
（
宇
和
島
藩
主
伊
達
宗
城
次
男
）

と
一
〇
代
、
約
二
五
〇
年
に
わ
た
っ
て
厳
封
し
た
。
こ
の
う
ち
七
、
八
代
を
井

伊
家
及
び
久
松
松
平
家
か
ら
迎
え
た
こ
と
に
よ
っ
て
譜
代
大
名
に
準
ぜ
ら
れ
る

こ
と
に
な
り
、
明
治
四
年
の
廃
藩
置
県
で
松
代
県
と
な
っ
た
後
に
長
野
県
に
吸

収
さ
れ
る
ま
で
存
続
し
た
。

藩
領
は
寛
文
四
年
（
一
六
六
四
）
の
知
行
状
・
領
知
目
録
に
よ
れ
ば
内
高
は
一

一
万
五
八
七
〇
石
崖
、
内
高
の
最
高
は
天
保
六
年
（
一
八
三
五
）
の
一
二
万
三

七
一
五
分
余
で
あ
っ
た
。
藩
領
で
は
上
級
家
臣
の
地
方
知
行
制
が
明
治
維
新
期

ま
で
続
く
が
、
内
高
の
う
ち
、
蔵
入
高
と
地
方
知
行
高
の
比
率
は
、
享
保
期
ま

で
で
約
六
対
四
、
寛
保
期
以
降
は
約
八
対
二
で
あ
っ
た
。

〇
三
代
幸
道
（
信
房
）
と
そ
の
治
世

　
三
代
藩
主
幸
道
（
以
下
改
名
後
の
幸
道
を
用
い
る
）
は
、
二
代
信
政
実
子
と

し
て
明
暦
三
年
（
＝
ハ
五
七
）
に
生
ま
れ
、
万
治
元
年
（
一
六
五
八
）
藩
主
就

任
、
享
保
一
二
年
（
一
七
二
七
）
七
一
歳
で
没
し
た
が
、
歴
代
の
松
代
藩
主
の

中
で
ど
の
よ
う
な
位
置
づ
け
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
治
世
の
状
況
を
見
て

い
く
。

万
治
元
年
二
月
に
父
信
政
が
死
去
し
、
幸
道
と
従
兄
沼
田
藩
主
信
利
間
に
家
督

争
い
生
じ
る
も
の
の
、
家
臣
ら
の
働
き
に
よ
り
事
が
大
き
く
な
ら
ず
し
て
若
干

二
歳
と
い
う
年
齢
で
家
督
を
継
ぐ
。
初
代
信
之
・
二
代
信
政
の
築
い
た
基
礎
の

上
に
立
っ
て
、
全
寮
的
な
検
地
、
藩
政
の
整
備
等
を
行
い
、
以
後
幕
末
ま
で
続
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く
真
田
家
支
配
を
方
向
づ
け
た
と
言
え
る
。
こ
れ
は
祖
父
信
之
の
莫
大
な
遺
金

に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
く
、
幸
道
の
治
世
の
初
期
ま
で
は
比
較
的
裕
福
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
①
明
暦
の
大
火
で
焼
失
し
た
江
戸
城
普
請
手
伝
、
②
越
後
国
高

田
領
検
地
、
③
日
光
山
普
請
手
伝
、
④
高
遠
領
検
地
、
⑤
信
濃
国
絵
図
調
製
、

⑥
善
光
寺
本
堂
再
建
、
⑦
宝
永
四
年
富
士
山
爆
発
に
伴
う
道
路
橋
梁
の
改
修
、

⑧
朝
鮮
使
節
接
待
役
、
⑨
水
野
氏
改
易
に
伴
う
松
本
城
地
請
取
な
ど
の
相
次
ぐ

課
役
の
た
め
、
信
之
の
遺
金
も
底
を
つ
き
、
そ
の
上
、
享
保
二
年
の
松
代
大
火

で
町
方
六
割
、
城
の
大
方
の
建
物
及
び
藩
金
・
武
具
類
を
焼
失
し
た
た
め
幕
府

よ
り
復
興
資
金
と
し
て
一
万
両
を
借
り
る
に
至
る
。
以
後
藩
財
政
は
困
窮
し
、

以
後
数
代
に
渡
っ
て
そ
の
対
応
に
追
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
っ
た
。

○
『
土
芥
冠
雛
記
』
の
評
価

本
文
の
記
述

・
「
文
武
ヲ
学
ブ
沙
汰
ナ
シ
」

・
「
天
性
寛
然
ト
シ
テ
、
所
行
測
算
キ
義
ナ
シ
ト
聞
フ
」

・
「
物
毎
古
風
ヲ
宗
ト
シ
テ
、
法
ヲ
守
り
、
勿
論
士
民
ヲ
哀
憐
ノ
心
ア
リ
ト
云
へ

　
リ
」

謳
歌
評
説
の
記
述

　
謳
歌
評
説
は
本
文
の
記
述
を
そ
の
ま
ま
受
け
た
も
の
で
あ
り
、
引
用
も
な
く
、

比
較
的
短
文
で
あ
る
。

・
「
主
将
ト
シ
テ
文
武
ヲ
不
ル
学
ハ
大
ヒ
成
ル
不
足
ト
云
」

・
「
此
将
天
性
画
然
ト
シ
テ
、
古
風
ヲ
宗
ト
シ
…
ト
本
文
二
記
シ
タ
レ
バ
、
先
ヅ

　
善
将
ト
云
ベ
シ
」

・
「
男
色
・
女
色
ノ
沙
汰
モ
ナ
ク
」

・
「
酒
宴
・
遊
覧
・
利
欲
・
俵
・
・
邪
曲
ノ
風
聞
モ
ナ
ケ
レ
バ
、
善
人
ト
モ
云
フ

　
ベ
シ
」

・
「
可
難
ズ
ハ
、
文
武
ノ
学
ビ
ナ
キ
而
已
也
。
学
有
テ
無
道
ナ
ル
ニ
ハ
、
遙
カ
ニ

　
増
ル
ベ
シ
」

・
「
古
風
ヲ
好
ム
ニ
悪
事
ハ
ナ
シ
」

・
「
当
風
ノ
婆
娑
信
義
ハ
、
悪
事
多
シ
。
敬
シ
有
ル
ベ
キ
事
ニ
ヤ
」

　
評
価
の
上
で
重
要
な
「
文
武
」
を
学
ん
で
い
な
い
と
さ
れ
て
い
る
が
、
本
文

も
謳
歌
評
説
も
智
将
・
善
人
と
い
う
評
価
が
下
さ
れ
て
い
る
。
行
跡
、
「
家
民
」

の
仕
置
に
問
題
が
な
く
、
悪
い
風
聞
も
な
い
こ
と
か
ら
、
文
武
を
学
ん
で
い
な

い
こ
と
は
大
き
な
マ
イ
ナ
ス
と
は
捉
え
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

主
将
と
し
て
文
武
の
嗜
み
は
あ
っ
て
然
る
べ
き
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
上
に
大
名

の
行
跡
、
士
民
の
仕
置
を
重
視
す
る
と
い
う
『
土
芥
冠
雛
記
』
全
体
の
傾
向
に

合
致
し
て
い
る
。

○
記
述
の
真
偽

　
そ
れ
で
は
、
以
上
の
よ
う
な
記
述
の
真
偽
を
確
認
し
て
い
き
た
い
。
真
田
家

の
正
史
及
び
歴
代
藩
主
の
記
録
と
し
て
は
、
天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
八
代
藩

主
幸
貫
の
命
に
よ
り
編
纂
さ
れ
た
『
真
田
家
御
事
蹟
稿
』
一
〇
〇
余
巻
を
筆
頭

に
、
『
真
武
内
伝
』
『
松
代
通
記
（
滋
野
世
紀
）
』
『
真
田
家
癖
馬
』
等
が
伝
え
ら

れ
て
い
る
が
互
、
藩
主
の
叙
述
に
つ
い
て
は
初
代
・
二
代
に
多
く
の
分
量
が
費

や
さ
れ
、
幸
道
に
関
し
て
の
記
述
は
あ
ま
り
多
く
な
い
が
、
本
人
の
具
体
的
な

姿
、
文
武
の
嗜
み
に
つ
い
て
、
先
行
研
究
と
合
わ
せ
て
見
て
い
き
、
文
武
の
嗜

み
が
な
か
っ
た
か
否
か
を
考
え
る
。

　
先
に
書
名
の
み
挙
げ
た
『
真
武
内
伝
』
豆
は
、
竹
ノ
内
治
定
（
一
六
九
三
～

一
七
四
六
）
、
柘
植
宗
辰
（
「
六
九
「
～
一
七
六
二
）
の
黒
帯
…
士
が
編
じ
た
、
初

期
の
史
実
に
詳
し
い
も
の
史
書
で
あ
る
が
、
『
真
武
内
伝
附
録
』
に
幸
道
の
学
問

に
つ
い
て
の
記
述
が
僅
か
に
見
ら
れ
る
の
で
、
以
下
に
挙
げ
る
。
尚
、
同
書
は

享
保
一
六
年
編
で
あ
る
が
幸
道
の
記
述
は
『
附
録
』
の
方
に
あ
る
の
で
、
さ
ら

に
時
代
は
下
る
。

「
御
生
質
篤
実
閑
雅
に
し
て
好
書
籍
、

ひ
、
其
佳
章
秀
逸
枚
挙
に
逞
あ
ら
ず
、

妙
だ
り
。
」

且
詩
文
を
翫
び
給
ひ
、
李
杜
の
風
を
慕

又
柔
術
を
嗜
み
其
奥
義
を
極
め
被
得
絶

幸
道
は
篤
実
閑
雅
な
る
性
質
で
、
漢
籍
漢
詩
文
好
み
、
ま
た
柔
術
に
も
長
け

8
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て
い
た
と
あ
る
。
こ
れ
は
幸
道
死
後
の
記
録
で
あ
る
た
め
、
こ
れ
を
持
っ
て
即

座
に
『
土
芥
冠
離
記
』
の
記
述
が
誤
り
だ
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
、

自
ら
の
手
に
よ
る
漢
詩
文
集
も
伝
わ
っ
て
お
り
、
藩
の
漢
学
者
と
し
て
名
を
馳

せ
た
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
『
土
芥
竃
離
記
』
編
纂
段
階
で
も
漢
学
の
素
養
が
あ

っ
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
く
は
な
い
。
編
纂
直
後
の
元
禄
五
年
（
一
六
九
二
）

に
綱
吉
に
論
語
の
講
義
を
受
け
た
と
も
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
幸
道

本
人
の
「
文
」
の
素
養
を
前
提
に
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
（
4
）
。

　
幸
道
に
漢
学
の
素
養
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
が
ど
の
段
階
で
身
に
つ
い
た
も
の

で
あ
る
か
は
明
ら
か
に
で
き
な
か
っ
た
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
『
土
芥
竃
離
記
』

が
主
張
す
る
文
武
両
道
が
松
代
藩
で
も
こ
の
幸
道
か
ら
意
識
さ
れ
、
六
代
信
弘

の
治
世
に
至
っ
て
学
問
に
本
格
的
に
力
を
注
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
は
言
え
よ

う
〔
5
）
。

二
水
野
隼
入
正
源
忠
直

○
松
本
藩
概
要
〔
6
）

　
天
正
一
〇
年
（
一
五
八
二
）
に
小
笠
原
貞
慶
に
よ
っ
て
松
本
と
改
め
ら
れ
た

同
地
は
江
戸
期
に
入
っ
て
、
石
川
氏
、
小
笠
原
氏
、
戸
田
氏
、
堀
田
氏
、
水
野

氏
を
経
て
享
保
二
年
（
一
七
二
六
）
に
再
び
戸
田
氏
が
入
封
し
、
以
後
廃
藩

置
県
ま
で
同
氏
の
支
配
が
続
い
た
。

　
水
野
氏
は
忠
清
が
寛
永
一
九
年
（
＝
ハ
四
二
）
に
七
万
石
で
無
封
し
て
以
後

六
代
九
〇
年
余
り
の
治
世
が
続
い
た
が
、
享
保
一
〇
年
（
一
七
二
五
）
に
六
代

忠
恒
の
刃
傷
事
件
に
よ
っ
て
改
易
処
分
を
受
け
た
。

〇
三
代
忠
直
と
そ
の
治
世
（
．
、
〕

　
承
応
元
年
（
一
六
五
二
）
に
生
ま
れ
、
寛
文
八
年
（
一
六
六
八
）
藩
主
就
任
、

正
徳
三
年
（
↓
七
＝
二
）
没
す
る
ま
で
四
六
年
に
渡
っ
て
在
曝
し
た
。
藩
政
は

家
中
・
郷
村
の
法
度
に
基
づ
く
理
想
主
義
的
見
地
か
ら
藩
政
を
行
い
、
文
治
政

治
に
伴
う
財
政
の
拡
大
に
執
心
、
実
生
活
で
も
華
美
を
尽
く
し
た
。
苛
酷
な
取

立
て
に
対
す
る
領
民
の
反
発
は
強
く
、
貞
享
三
年
（
一
六
八
六
）
に
は
加
助
騒

動
と
呼
ば
れ
る
一
揆
も
起
こ
っ
て
い
る
。
忠
直
治
世
以
後
、
藩
財
政
難
が
解
消

さ
れ
ぬ
ま
ま
水
野
氏
改
易
に
至
る
。

○
『
土
芥
冠
下
記
』
の
評
価

本
文
の
記
述

・
「
文
武
十
二
不
学
、
武
藝
ヲ
好
、
勇
気
盛
ニ
シ
テ
、
才
智
発
明
也
」

・
「
短
慮
ニ
シ
テ
、
怒
り
ヲ
現
シ
、
仁
愛
ノ
心
ナ
ク
、
入
使
強
ク
見
ル
」

・
「
法
度
モ
稠
ク
、
哀
憐
ノ
心
ナ
キ
故
二
、
家
民
共
二
安
堵
ノ
思
ヒ
ナ
シ
ト
沙
汰

　
ア
リ
」

謳
歌
評
説
の
記
述

・
「
首
将
才
智
発
明
ニ
シ
テ
、
武
藝
ヲ
好
、
勇
気
ヲ
専
ト
ス
ル
事
、
家
業
ノ
当
然

　
ナ
レ
バ
、
尤
も
可
ト
ス
ベ
シ
」

・
「
文
理
ヲ
不
学
ト
ナ
レ
バ
、
讐
勇
気
ア
リ
ト
モ
、
是
智
仁
ノ
勇
ニ
ア
ラ
ズ
。
血

　
気
ノ
勇
ト
ス
ベ
シ
」

・
「
人
主
ト
成
テ
ハ
、
文
武
ノ
両
道
ヲ
兼
備
…
民
二
辛
ク
当
レ
バ
、
疎
悪
テ
、
自

　
然
ノ
事
ア
ル
ト
キ
ハ
百
姓
必
ズ
一
揆
ヲ
起
シ
…
」

・
「
頗
ル
可
謂
血
気
ノ
勇
将
。
善
将
二
非
ズ
」

・
「
願
ク
ハ
能
道
豆
蔵
モ
ト
ヅ
キ
、
善
行
二
進
事
ヲ
蔓
忍
ラ
ル
ベ
シ
」

　
文
武
の
学
び
に
つ
い
て
は
前
述
の
真
田
幸
道
同
様
、
共
に
学
ん
で
い
な
い
と

さ
れ
る
が
、
血
気
盛
ん
で
短
慮
、
士
民
の
扱
い
も
悪
い
と
し
て
評
価
は
低
い
。

武
士
の
家
業
た
る
武
藝
を
専
ら
と
し
て
い
て
も
、
文
武
の
嗜
み
な
く
、
入
使
い

に
問
題
あ
る
大
名
に
対
す
る
評
価
の
低
さ
が
こ
の
忠
直
に
も
当
て
は
ま
る
。

○
記
述
の
真
偽

　
ま
ず
文
武
の
嗜
み
で
あ
る
が
、
甲
州
流
軍
学
者
小
幡
孫
次
右
衛
門
憲
行
と
そ

の
子
羊
曲
豆
お
よ
び
儒
学
者
袖
山
衛
士
を
召
抱
え
て
お
り
、
元
禄
年
間
に
小
幡
の

軍
談
と
袖
山
の
大
学
の
講
義
を
受
け
て
い
る
（
旦
。
ま
た
幸
道
同
様
、
綱
吉
の
講

義
を
受
け
た
と
い
う
。
小
幡
は
寛
文
年
間
か
ら
松
本
藩
に
勤
め
て
い
た
の
で
、

『
土
芥
冠
単
記
』
編
纂
段
階
で
既
に
忠
直
が
軍
学
に
触
れ
て
い
た
可
能
性
は
あ

8
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る
。
そ
れ
で
も
な
お
「
文
武
不
学
」
と
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
講
義
を
受
け
た

だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
っ
て
、
所
々
で
名
利
の
学
問
を
戒
め
て
い
る
こ
と
か
ら

も
、
編
者
は
学
問
の
質
を
重
視
し
て
い
た
と
言
え
よ
う
。
忠
直
は
軍
学
儒
学
共

に
講
義
を
受
け
て
い
た
が
、
自
ら
筆
を
と
る
よ
う
な
こ
と
は
な
く
、
茶
道
頭
・

絵
師
・
能
大
夫
な
ど
を
抱
え
て
華
美
な
生
活
に
耽
っ
た
の
で
あ
っ
た
（
9
）
。

　
次
に
、
士
民
の
扱
い
に
関
し
て
は
、
「
謳
歌
評
説
」
で
武
田
勝
頼
等
の
逸
話
を

引
用
し
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
加
助
騒
動
を
受
け
て
の
こ
と
か
、
民
に
辛
く

あ
た
れ
ば
必
ず
百
姓
一
揆
が
起
こ
る
と
述
べ
て
い
る
。
文
治
政
治
へ
の
転
換
に

伴
う
藩
財
政
の
危
機
と
い
う
現
実
的
課
題
に
対
し
て
、
忠
直
は
前
述
の
よ
う
な

法
度
に
よ
り
家
臣
領
民
を
統
制
し
、
具
体
的
政
策
に
つ
い
て
は
官
僚
機
構
に
委

ね
、
自
ら
積
極
的
に
藩
政
を
展
開
さ
せ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
藩
財
政
の
窮
乏

と
加
助
騒
動
は
藩
主
忠
直
の
責
任
に
拠
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
い
う
研
究
史
上

の
評
価
は
、
『
土
芥
冠
離
記
』
の
評
価
と
一
致
す
る
の
で
あ
る
。

○
ま
と
め

　
以
上
、
真
田
幸
道
（
信
房
）
と
水
野
忠
直
両
大
名
を
取
り
上
げ
て
、
『
土
芥
冠

難
記
』
の
評
価
と
実
態
の
対
応
関
係
に
つ
い
て
見
て
き
た
が
、
忠
直
に
つ
い
て

は
、
士
民
の
扱
い
が
悪
く
、
「
善
将
二
非
ズ
」
と
す
る
評
価
は
実
像
を
反
映
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
文
武
の
嗜
み
に
つ
い
て
は
、
実
態
と
の
ず
れ

の
可
能
性
を
指
摘
す
る
に
留
ま
っ
て
し
ま
い
、
ま
た
編
者
の
思
想
の
具
体
的
な

考
察
も
で
き
な
か
っ
た
が
、
各
大
名
の
評
価
に
対
す
る
文
武
や
引
用
書
目
の
影

響
を
念
頭
に
置
い
た
上
で
、
今
後
他
の
大
名
に
関
し
て
も
個
別
の
調
査
を
蓄
積

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
評
価
と
実
態
と
の
対
応
は
、
大
名

に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
た
め
、
丹
念
に
整
理
し
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

（
3
）
　
『
信
濃
史
料
叢
書
第
五
』
所
収
。

（
4
）
　
『
長
野
県
史
通
史
編
第
五
巻
近
世
二
』
第
三
章
第
一
節
。

（
5
）
　
『
松
代
学
校
沿
革
史
第
二
篇
』
。

（
6
）
　
『
藩
史
大
事
典
第
3
巻
中
部
編
』
、
『
新
訂
寛
政
重
三
諸
家
譜
第
六
』
。

〔
．
、
）
　
『
松
本
市
史
上
巻
』
、
『
東
筑
摩
郡
松
本
市
・
塩
尻
市
誌
第
二
巻
下
』
、
『
松

　
本
掛
詞
第
二
巻
歴
史
編
H
近
世
』
。

亘
　
　
『
長
野
県
史
通
史
編
第
四
玄
妙
世
一
』
第
五
章
。

す
）
　
『
新
編
物
語
藩
史
第
四
巻
』
金
井
圓
「
松
本
藩
」
。
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注
丁
）
　
『
藩
史
大
事
典
第
3
巻
中
部
編
』
、
『
更
級
埴
科
地
方
誌
第
三
巻
近
世
編

　
下
』
、
『
新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜
第
十
一
』
。

互
　
　
『
更
級
埴
科
地
方
誌
第
三
巻
近
世
編
下
』
第
二
二
章
第
一
節
。


